
溝上慎一の教育論（動画チャンネル） No13（溝上のぶつぶつ）

#5  幼児の「未来を生きる」は15分、
しかしその15分が中長期の時間的展望に繋がる

－森口祐介先生（京都大学）との対談講座「子どもの発達格差とその支援」より

溝上 慎一 Shinichi Mizokami, Ph.D.
http://smizok.net/    
E-mail  mizokami@toin.ac.jp

【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、准教授、
教授を経て、2018年に桐蔭学園へ。2019年同理事長、現在に至る。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大
学博士（教育学）。

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問

※本動画は溝上が個人的に作成・提供するものです



桐蔭オンライン講座 対談企画

2022.7.9（土）
森口祐介先生
（京都大学大学院文学研究科准教授）
「子どもの発達格差とその支援」

→「桐蔭オンライン講座」で検索



＜今を生きる子ども＞

・他者よりも自分を
優先する

＜未来に向かう子ども＞

・後のことよりも、
今の報酬や行動を優
先する

・自分よりも他人を優先する
ことができる

・今のことよりも、後の報酬
や行動を優先できる

（森口先生の当日のスライドより）

←マシュマロテスト
YouTube「The Marshmallow Test | 
Igniter Media」で検索



森口祐介 (2019). 自分をコントロールする力－非
認知スキルの心理学－ 講談社現代新書

森口祐介 (2021). 子どもの発達格差－将来を左右
する要因は何か－ PHP新書

詳しくは本をお読みください
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future life + present life

Readings 溝上慎⼀ (責任編集) 京都⼤学⾼等教育研究開発推進センター・河合塾 (編) (2018). ⾼⼤接続の本質―「学校と社会をつ
なぐ調査」から⾒えてきた課題− 学事出版

二つのライフ（キャリア意識）

二つのライフ

Future life + Present life
(将来の見通し) (理解実行)

多くの大学生は「将来」と「現在」が接続していません

*統計的には⼤学の偏差値は関連していません
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6Readings 溝上慎⼀監修 京都⼤学⾼等教育研究開発推進センター・河合塾 (編) （2018年） ⾼⼤接続の本質―「学校と社会をつなぐ調
査」から⾒えてきた課題 学事出版 6

二つのライフの高い人は学習意欲が高い 二つのライフの高い人は資質・能力を身につけている

学びと成長のエンジンとなる「二つのライフ」
→「エージェンシー」の一指標となっている（＝非認知能力・学びに向かう力・人間性等）



7

両親

家族

X

社会
幼稚園・学校

近所・地域
時間的拡張

人の発達における空間と時間の拡張(成長の原理）

空間的拡張

未 来

過 去

現 在

空
間
的
拡
張 親
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現在

未来

時

間

空 間

身近な世界 コミュニティ 社会

将来の見通し(future life)

【社会的な志向】

認知

理解実行(present life)

（目標、仕事・生き方等）

行動

時空間の往還をしている



E-mail  mizokami@toin.ac.jp
質問､コメントは個人メールで受け付けます。

・お名前、ご所属
※可能なら専門分野や教科、職位なども教えてくださると、回答の助けになります。

なお、動画内では個人のお名前等は出しません。

・質問､コメント等

ご視聴有難うございました

チャンネル登録をお願いします


